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日本版敗血症診療ガイドライン2020 特別編
COVID-19薬物療法に関するRapid/Living recommendations

日本版敗血症診療ガイドライン 2020 
のスピンオフとして2学会合同で

作成いたしました

両学会のホームページで全データを公開しました



日本版敗血症診療ガイドライン2020 特別編
COVID-19薬物療法に関するRapid/Living recommendations

その① 速やかに初版を公開すること
作成メンバーを5人に厳選、CQも5つに限定した
SRはLiving SRサイトを利用した
その結果、作成開始から公開まで4カ月と短縮できた

その② エビデンスの最先端を拾い続けること
Livingガイドラインとし、常時更新体制を構築した

その③ 余裕ができたら内容の充実を図ること
第3版からCQ数を11個に拡大、英語版を公開した

その④ 最先端ツールを利用すること
MAGICappを使ったデータ公開で即時性を確保した

本ガイドラインで重要視したこと



ガイドラインの対象を限定した

日本版敗血症診療ガイドライン2020 特別編
COVID-19薬物療法に関するRapid/Living recommendations

日本版敗血症診療ガイドライン2020（J-SSCG2020）特別編

COVID-19薬物療法に関する
Rapid/Living recommendations

本診療ガイドラインの
対象者

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き第３版より改変

成人新型コロナウイルス感染症（COVID-19）患者
（すべての重症度を含む）

軽
症 中等症

重
症

本診療ガイドラインの
対象外の方

新生児・小児
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）患者

感染していない方
（濃厚接触時の予防投与やワクチンなど）
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COVID-19薬物療法に関する
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軽症 中等症 重症

ステロイド
抗体カクテル療法 レムデシビル

トシリズマブ

ファビピラビル ハイドロキシクロロキン シクレソニド

抗凝固療法
バリシチニブ

日本版敗血症診療ガイドライン2020 特別編
COVID-19薬物療法に関するRapid/Living recommendations

ガイドラインのCQを限定した



日本版敗血症診療ガイドライン2020 特別編
COVID-19薬物療法に関するRapid/Living recommendations

その① 速やかに初版を公開すること
作成メンバーを5人に厳選、CQも5つに限定した
SRはLiving SRサイトを利用した
その結果、作成開始から公開まで4カ月と短縮できた

その② エビデンスの最先端を拾い続けること
Livingガイドラインとし、常時更新体制を構築した

その③ 余裕ができたら内容の充実を図ること
第3版からCQ数を11個に拡大、英語版を公開した

その④ 最先端ツールを利用すること
MAGICappを使ったデータ公開で即時性を確保した

本ガイドラインで重要視したこと



日本版敗血症診療ガイドライン2020 特別編
COVID-19薬物療法に関するRapid/Living recommendations

2020年5月
ガイドラインタスクフォース結成

2020年9月
初版公開

2020年10月
第二版公開 2022年7月

第五版公開を
もって活動終了

2021年1月
第三版公開

2021年9月
第四版公開
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WHO COVID-NMAからRCT情報を入手した
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その① 速やかに初版を公開すること
作成メンバーを5人に厳選、CQも5つに限定した
SRはLiving SRサイトを利用した
その結果、作成開始から公開まで4カ月と短縮できた

その② エビデンスの最先端を拾い続けること
Livingガイドラインとし、常時更新体制を構築した

その③ 余裕ができたら内容の充実を図ること
第3版からCQ数を11個に拡大、英語版を公開した

その④ 最先端ツールを利用すること
MAGICappを使ったデータ公開で即時性を確保した

本ガイドラインで重要視したこと
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COVID-19薬物療法に関する
Rapid/Living recommendations

軽症 中等症 重症

ステロイド
抗体カクテル療法 レムデシビル

トシリズマブ

ファビピラビル ハイドロキシクロロキン シクレソニド

抗凝固療法
バリシチニブ

日本版敗血症診療ガイドライン2020 特別編
COVID-19薬物療法に関するRapid/Living recommendations

ガイドラインのCQを拡充した



日本版敗血症診療ガイドライン2020 特別編
COVID-19薬物療法に関するRapid/Living recommendations

その① 速やかに初版を公開すること
作成メンバーを5人に厳選、CQも5つに限定した
SRはLiving SRサイトを利用した
その結果、作成開始から公開まで4カ月と短縮できた

その② エビデンスの最先端を拾い続けること
Livingガイドラインとし、常時更新体制を構築した

その③ 余裕ができたら内容の充実を図ること
第3版からCQ数を11個に拡大、英語版を公開した

その④ 最先端ツールを利用すること
MAGICappを使ったデータ公開で即時性を確保した

本ガイドラインで重要視したこと
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第三版からはMAGICappを導入しました

学会講演、M3、YouTubeなどでその利用
を広報しました
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その① 速やかに初版を公開すること
作成メンバーを5人に厳選、CQも5つに限定した
SRはLiving SRサイトを利用した
その結果、作成開始から公開まで4カ月と短縮できた

その② エビデンスの最先端を拾い続けること
Livingガイドラインとし、常時更新体制を構築した

その③ 余裕ができたら内容の充実を図ること
第3版からCQ数を11個に拡大、英語版を公開した

その④ 最先端ツールを利用すること
MAGICappを使ったデータ公開で即時性を確保した

本ガイドラインで重要視したこと
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